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遠軽ロータリークラブ

会長報告 高井 一博 会長①
皆さんこんばんは。

例年11月の夜間例会は、2クラブ合同例会として
中湧別クラブさんと実施会場を交互にして行って
おりました。コロナ禍により2年続けて見合わせ
ており、本年はこちらでと呼びかけましたが日程
の都合により厳しいとの事で残念ながら合同例会
は中止となります。年明け以降、メークアップに
より例会に参加したい意向を中湧別RC横幕会長
より受けております。

4年に1度のサッカーワールドカップカタール
大会が始まります。日本は7大会連続7回目の出
場です。初出場だった98年フランス大会こそグ
ループリーグ（GL）3戦全敗で終わりましたが、
次の2002年日韓大会ではGLを2勝1分けの負けな
しで決勝トーナメントに進出。過去6度の出場で
決勝Ｔ進出3度の成績を残しています。今回の日
本代表ユニフォームのデザインは、「山あり、谷
あり」の歴史経てきた事をを踏まえ「山折り、谷
折り」で重ね合わせた「折り紙」をコンセプトに
したといいます。この日本のユニフォームが英国
紙のランキングによると、出場32か国中3位に選
出され、このホーム用ユニフォームの青は真の勝
者と高く評価されています。

日本は23日㈬、日本時間22時に対ドイツ戦か
らキックオフです。何とかGL突破をしてほしい
ものです。

先週の例会時、吉川会員より遠軽青年会議所さ
んを通じてとお話しされました、オレンジリボン
運動は「子ども虐待のない社会」を目指す市民運
動です。この運動により子ども虐待の現状を伝
え、多くの人にこの問題に関心を持ってもらい虐
待のない社会の構築を目的としています。JCさ
んも数年来この運動に取り組んでおられます。バ
ッチが若干事務局にございますので、皆さんも是
非オレンジリボン運動に協力頂きたく思います。
最近、岸田総理、加藤厚労大臣もこのオレンジリ
ボンを付けてテレビに出たのを見かけました。他
にパープルリボンは女性に対する暴力をなくす運
動、ピンクリボンは乳がんの早期発見と診断及び
治療の大切さを伝える…等々あります。

2022~2023
Weekly Report№１８THE ROTARY CLUB OF ENGARU, AREA 4 ,RID2500

11月
24日㈭

12:.30～

第３０４９回例会記録

★開 会 点 鐘：高井 一博 会長
★国 歌：－
★Ｒ ソ ン グ ：手に手つないで
★四つのテスト：－

日時：2022年１１月１７日㈭18:00～
会場：ホテルサンシャイン２Ｆ
司会：石井 朋子 ＳＡＡ

12月
1日㈭
12:30～

12月のクラブ年次総会に向けて、次年度のク
ラブ役員及び理事の立候補を受け付けます。立候
補をされる方は、来週の例会までに書面にて事務
局まで提出をお願いいたします。

感染対策を日々継続し、今宵は懇親を深める夜
間例会としましょう。

本日のプログラム 夜間例会
佐藤 和徳 親睦活動委員長③

本日（毎年11月の第3木曜日）はボジョレーヌ
ーボーの解禁日ということで、用意しています。
是非、ボジョレーヌーボーをテイスティングして
戴ければと思います。乾杯のご発声を、ワインが
最も似合う髙橋会員より頂きたいと思います。

“乾杯” 髙橋 義詔 会長エレクト②
今、会長から次年度の役員立候補受付のお話が

ありました。なかった場合、選考委員会からご依
頼された時には「はい・イエス」ということでご
協力いただきますように宜しくお願いしながら、
また、コロナの発生状況も過去最高ということな
ので、ご健康にもご留意されながら、杯を上げた
いと思います。今日は宜しくお願いいたします。
“乾杯！” 【名前後の○数字は写真の番号】

会 員 卓 話
青少年奉仕委員会
益井 伸也 会員

ゲスト卓話
北海道新聞社 遠軽支局
支局長 元井 麻里子 様
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【事務局】〒099-0415 北海道紋別郡遠軽町岩見通南1丁目 遠軽商工会議所内
Tel 0158-42-5201 Fax 42-5134 E-mail：info@engaru-rc.com

【例会場/日】北海道紋別郡遠軽町大通北１丁目 ホテルサンシャイン Tel 0158-
42-1151 毎週木曜日12:30～13:30 ＊第3木曜日は夜間例会 18:00～(19:00)
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本日のプログラム 会員卓話

国際奉仕委員会 渡邊 博行 会員

新入会員早々の卓話のご指名ありがとうござ
いました。私の話せることは限りがありますの
で、今、遠軽の取り組まなければならないこと
は何かを、過去の出来事を踏まえて話したいと
思います。
御存知の様に遠軽町は自衛隊の街です。
少し歴史を振り返りますが、昭和25年6月に朝

鮮戦争勃発と同時に警察予備隊が創設されまし
た。同年11月、近隣海辺市町の2カ所へ警察予備
隊の設置を実施しようとしましたが、拒否され
ました。

その事を聞いた遠軽町の議長、初代会頭、副
会頭は直ちに上京、JHQへ陳情、翌年の3月には
1,200名の隊員が向遠軽、農水省種馬所跡地の馬
小屋に移転して遠軽駐屯地が開設された訳です。
全国で初めての誘致型駐屯地の開設でした。

その自衛隊と共に歩んできた町に大きな出来
事が起きました。

それは、平成7年、先の防衛大綱改正時に遠軽
駐屯地削減の情報が入りまして、町挙げての反
対運動と陳情を行いまして、かろうじて残すこ
とが出来ました。
仮に削減されたとすれば、当時1,000人規模の

人員でしたので、コア部隊へ縮小とされれば300
名程度へ700名は削減されたと思います。
これでは、今のやり方では駄目だとの思いか

ら、平成7年度より、時の北部方面総監ＯＢの方
の防衛講話を開始し、今年で27年目、28人の方
々の講話をしていただくことにとなった訳です。

防衛講話も存地には大きな力となりました
が、これでは物足りない、もっと陸幕に遠軽駐
屯地が町民と駐屯地が連携して活動している姿
を見せつけなければと思っていましたところ、
平成24年4月、PKO活動のハイチ派遣が決定し、
遠軽自衛隊75名を主管する320名が派遣されるこ
とになりました。
派遣されてから連隊長と仕事のこと、隊員の生
活のこと、残された家族のことなど、連絡を取
り合っていましたが、隊員がハイチ国民のため
に一生懸命頑張っている姿を見て、励ましてや
ってほしいとの連絡もあって、町長、議長、商
工会議所会頭、自推協の会長であった私も含め4
名で行くことになりました。

当初、議会内では反対の意見もありました
が、自費で行くとの思いが伝わって議会の予算
も通してくれ、ハイチに行くことが出来ました。

私たち4名で行くことの不安がありましたが、
何とかハイチにたどり着きまして、一泊二日の
日程でしたが、皆さんは「本当に来てくれたん
だ」と感激してくれて、そして、私たちは皆さ
んの仕事を見て、「家族に元気で頑張ってる
よ、と伝えます」。帰る日には、日曜日でした
が、全員が整列、ボロボロと涙を流しながら、
「気を付けて帰って下さい」と声をかけられた
ことは今でも脳裏に焼き付いております。

PKO活動でハイチ、中東、ゴラン高原、南ス
ーダンで日本の自治体関係者が激励のため訪問
した例はないとのことで、表面的には出ていま
せんが、それ以後、遠軽町に対する対応は以前
とは大きく変わった様に感じるところです。

しかしながら、今年決定されます防衛大綱の
改正に付いて平成7年度の状況と何ら変わるもの
ではありません。情報は一杯有りますので、皆
さんと共有しながら遠軽町の未来へ向けて頑張
って行こうと思っています。
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